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日本共産党高取支部の政策を紹介します 国政と力をあわせ消費税を５％に

︻質
問
︼
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︑
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この４年、 みなさんと力をあわせて実現してきました
燃えるゴミの祝日回収
●要望の高かった祝日回収が実
現　　

タクシーチケットの改善
●初乗り 20枚から２万円分のチ
ケットとなり使いやすく　
学校給食の無料化
●幼稚園、小学校、中学校の給
食が４年連続無料に

少人数学級の実現
●町費で講師を配置し 30人学級
に

　　
18歳まで医療費無料に
●子ども医療費一部負担金がな
くなり、完全無料に　　

介護保険料の
引き上げストップ
●基金のとりくずしや制度の見
直しを提案し、３期連続でス
トップさせました

災害備蓄品の拡充
●生理用品、オムツ、ベッド、
トイレなどが拡充

町が回答した保護者負担
小学校入学時
制服、 制帽、 体操服、 上靴など被服費用約１４､０００円
ピアニカなど物品費用６､０００円
ランドセル平均購入額５９､１３８円
学習教材費や遠足バス代など約１８､０００円
　中学校入学時
被服費用約９０､０００円
物品費用約５､０００円
年間費用として、 学習教材費１５､０００円
校外学習バス代など約１０､０００円



ひとつひとつの切実な声を大切に

町政と国政が力をあわせます

「物価高でくらしがたいへん」 「若い人が住み続けられるまち
に」･･･この声を議会へ届けさらにがんばります

●保育料の無償化
　０歳児から完全無料に

●学校給食費の無料化
無償化の継続

●小・中学学校の入学
　準備金の創設

明日香村ではすでに実施されています
●就学奨励金の拡充

大学や専門学校に入学した時に支給されます
●資源ゴミは無料に

現在 45 ㍑１枚 60 円の資源ゴミ袋を無料に

●子どもも高齢者も
　憩いの場を

街角ベンチの設置を。ボール遊び区画など
誰もが安心して利用できる公園の設置

●空き家の有効活用
定住者呼び込みの宿泊所やゲストハウス、
民泊へ、リフォームなどに支援を

●コメづくりはじめ、　農業支援
続けられる農業へ、機械の購入や修理代、
肥料購入などに補助を

●災害対策
備蓄品の充実、避難所となる学校体育館へ
のエアコン設置、防災学習と避難訓練の実
施を

●産業廃棄物問題の解決
自然環境を守り
大切に

みなさんと力あわせてがんばります

参
院
選

制
度
解
説

比例代表は
｢日本共産党｣と政党名で

参院議員 ・副委員長
山下よしき

選挙区は
個人名で
前県会議員
太田あつし

力あわせて　　　　　　　　  がんばります

物価高から暮らしを守る緊急提言
消費税はただちに５％に　年 ��万円の減税
財源はつくれます。暮らしに冷たい政治の原因は自公政権の〝大企業中心〟〝アメ
リカいいなり〟の姿勢にあります。日本共産党はここに切り込み財源をつくります。


